
別記１ 

個人情報取扱特記事項 

 

（基本事項） 

第１ この契約により、松阪市（以下「甲」という。）

から事務の依頼を受けた者（以下「乙」という。）は、

この契約による事務を処理するに当たり、個人情報

を取り扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識

し、個人の権利利益を侵害することのないようにし

なければならない。 

（秘密保持） 

第２ 乙は、この契約による事務に関して知り得た個

人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に

使用してはならない。 

２ 乙は、この契約による事務に従事する者に対し、

在職中及び退職後においても、この契約による事務

に係る個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、又

は不当な目的に使用してはならないことその他個人

情報の保護に関して必要な事項を周知しなければな

らない。 

３ 前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除さ

れた後においても同様とする。 

（厳重な保管及び搬送） 

第３ 乙は、この契約による事務に係る個人情報の漏

えい、改ざん、滅失、き損その他の事故を防止する

ため、個人情報の厳重な保管及び搬送に努めなけれ

ばならない。 

（業務遂行目的以外の利用等の禁止） 

第４ 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、こ

の契約による事務に係る個人情報を当該事務の処理

以外の目的に使用し、又は第三者に提供してはなら

ない。 

（複写及び複製の禁止） 

第５ 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、こ

の契約による事務に係る個人情報を複写し、又は複

製してはならない。 

（事故発生時の報告義務） 

第６ 乙は、この個人情報取扱特記事項に違反する事

態が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったと

きは、速やかに、甲に報告し、その指示に従わなけ

ればならない。この契約が終了し、又は解除された

後においても、同様とする。 

（個人情報の返還又は処分） 

第７ 乙は、この契約が終了し、又は解除されたとき

は、この契約による事務に係る個人情報を、速やか

に甲に返還し、又は漏えいを来さない方法で確実に

処分しなければならない。 

（措置事項に違反した場合の契約解除及び損害賠償） 

第８ 甲は、乙がこの個人情報取扱特記事項に違反し

ていると認めたときは、契約の解除及び損害賠償の

請求をすることができるものとする。 

（その他） 

第９ 乙は、前第１から第９に掲げるもののほか、個

人情報の適正な管理のために必要な措置を講じなけ

ればならない。 

 

別記２ 

松阪市の締結する契約等からの暴力団等排除

要綱に関する特記仕様書 

 

１ 契約の解除 

松阪市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱

の規定により、排除措置を行うべき者と認められる場

合には、契約の解除等必要な措置を講ずることがある。 

２ 通報義務 

暴力団等による不当介入を受けた場合の措置について 

（１） 乙は、暴力団等による不当介入を受けた場合は、

断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があ

った時点で速やかに所轄の警察署に通報を行うとと

もに、捜査上必要な協力を行うこと。 

（２） （１）により警察署への通報を行うとともに、

捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに甲に

文書にて報告すること。 

（３） 乙は、暴力団等により不当介入を受けたことか

ら工程、納期等に遅れが生じた場合は、甲と協議を

行うこと。 

３ 暴力団等による不当介入に対する通報義務の実効

性を確保するため、以下の措置を講ずることがある。 

（１）指名停止又は文書注意 

暴力団等による不当介入を受けた乙が所轄の警察へ

の通報等及び市長への報告を怠った場合は、指名停

止又は文書注意を行う。 

（２）暴力団等による不当介入を受けた場合において、

警察署への通報又は甲への報告を怠った場合は、そ

の旨を公表する。 


